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第４０回町内一周駅伝大会を開催します！ 

と き：１１月２日（日） 場所：本町町内一円 

第４０回を数える町内一周駅伝大会を開催します。例年 1 月に実施しておりましたが、インフ

ルエンザの流行や受験による人員確保等がむずかしいため１１月の実施となりました。今年度も

フリーの部を設けます。分館以外にも職場やサークルなどでのチームも受け付けています。参加

希望のチームは１０月２４日（金）までに本町コミュニティセンターまでお申し込みください。

町民の皆様のご声援よろしくお願いします。 
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鈴木の杜美化作業お世話になりました 

９月２１日（日）に鈴木の杜美化作業を行いました。早朝より

約５０名の参加があり、草刈り等していだきました。おかげさま

で大変きれいになりました。ありがとうございました。 

 

町民体育祭中止 

 10 月５日（日）、町民体育祭を予定していましたが、台風１８号接近のため中止しました。風が

強くなると予想されたため、体育協会長はじめ役員で中止を決定いたしました。今年こそリベンジ

を狙っていた分館の皆さんもいらっしゃいましたが、来年に望みを託していただきたいと思います。

事前準備から協力いただきました各区長さんをはじめ、体育協会の皆様にはお世話になりました。

また、ご芳志をいただいておりますので、ご紹介いたします。どうもありがとうございました。 
・ファミリーショップいのうえ 様 ・本町老人クラブ連合会 様  

・坂本誠次 様 ・酒井病院 様 
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第２５回本町ふるさとまつりを開催します 

神社境内演芸場ではオープニング演奏として琉球國まつり太鼓、本渡中学校吹奏楽団の演奏が

予定されています。コミュニティセンター内では農産物コーナー・各種団体展示、コミュニティ

センター周辺ではバザー・子供神輿などがあります。みなさんお揃いでおでかけください。 

と き １１月２３日（日）勤労感謝の日 午前９時～午後３時３０分まで 

場 所 本町コミュニティセンター周辺及び鈴木神社境内（神社本殿・演芸場） 

※ プログラムは１１月１日号で配布します。 

http://hp.amakusa-web.jp/a0917/MyHp/Pub/Default.aspx


【今後の行事予定】 

１０月１７日（金）ふるさとまつり演芸部門会議 

１１月 ２日（日）町内一周駅伝大会 

４日（火）ふるさとまつり第 2 回実行委員会 

   １５日（金）地区振興会だより発行 

ありがとうございました。 

○花壇の清掃をしていただきました。 

 山下 チヅ子様 

 山下 昌久 様 

○コミセンの生垣の剪定と草払いをしていただきました。 

本町盆栽会 様 

○本町地区振興会へ香典返しをいただきました。 

 倉田 良一様（亡父 博様）（鶴） 

  ご冥福をお祈りいたします 

「九州北部豪雨災害の概要と阿蘇市の防災対策」の研修報告 

                              本町地区振興会 会長 鶴田 正人 

 9月 17、18日に本渡圏域社会福祉協議会連絡会研修会に参加致しました。  

皆様ご存じのように最近大きな災害が多発しております。9月 27日（土）午前１１時５３分頃、御

嶽山が噴火し多数の死亡者、重傷者、行方不明者をだし現在も救助活動中ですが、救助は難航中と

報道されています。噴火による救助活動がいかに難しいか新たな課題が課せられました。被災され

た皆様へご冥福とお見舞いを申しあげます。                                   

さて、上記の報告です。阿蘇市は人口 29,269人世帯数 10,943世帯高齢化率 30,1％、平成２４年

７月１２日九州北部豪雨災害時、死者２１名、行方不明者１名、全壊、半壊１，１８１棟、２５年

１０月１６日東京伊豆大島豪雨災害、死者３５名、行方不明者４名、全壊半壊１１８棟、今年８月

２０日広島市豪雨災害（９月１５日現在）死者７３名、行方不明者１名、全壊半壊２５５棟、この

３例を挙げただけでも死亡者、住宅、農地、森林、漁業、観光被害が発生しています。この他にも

被災された中には精神的に立ち直れず自ら尊い命を絶たれた方もあります。   

「平成２４年７月１２日豪雨災害を振り返って」のお話の中に、広域的な同時多発災害、また夜間

対応の難しさ。日頃からの災害に対する備えの重要性。最悪の事態を想定した判断、行動の必要性。

この３点を挙げ、その対策として次の点を指摘されました。     

「災害後の防災、減災対策」避難勧告、指示等の避難行動基準の見直し。避難所の見直し。職員待

機体制の見直し。予防的避難（早めの避難）の取り組み。防災意識高揚（意識づけ）の取り組み。

など指摘され、自主防災組織の組織力の強化を計る。まずは「自分の命は自分で守る」という「自

助」「共助」の活動が大切である。「自助」は、自分と家族の命は守ること。「共助」は、地域や身近

にいる人どうしが、お互いに助け合い守ること。「公助」は、国や地方公共団体等が、被害にあった

人を助けること。但し、同時多発的に災害が発生した場合、行政の支援は困難である。最後に、防

災訓練、避難訓練、防災講演会の実施、防災知識の周知は継続的に防災意識が損なわれないように

実行する。と結ばれました。 

 本町も７月６日の午後から７日深夜の大雨により土砂災害が発生し河川、谷川沿いが大災害にあ

っています。幸いに人的被害がなく不幸中の幸いでした。防災意識はお互いに認識し合い、自分の

命は自分で守る事を忘れないで下さい。 

 
まちづくり研修事業に 

参加しませんか？ 

研修先 棚底地区振興会（倉岳地域） 

日 程 平成 26 年 11 月 12 日（水） 

9:15 緑地公園集合 

    10:00 棚底地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

       11:00  史跡めぐり 

       (防風石垣・こぐり 

       宮崎石棺墓群など) 

       12:00 めいどサロン体験・昼食 

    13:40  緑地公園解散 

参加費 500 円。バスにて移動です。参加 

申し込みは本町コミセンまで。11 月 5 

日締切。 


